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当社子会社によるマレーシア・サバ州沖深海 新規鉱区の取得について 

 

当社子会社のＪＸ日鉱日石開発株式会社（本社：東京都千代田区大手町二丁目、社長：古関 信）

が 100％出資するＪＸ日鉱日石サバ深海石油開発株式会社（社長：古関 信）は、本日、マ

レーシア・サバ州沖 深海鉱区・Block R 鉱区について、マレーシア国営石油会社ペトロナ

スと生産分与契約を締結し、探鉱権益を取得しましたのでお知らせいたします。 

なお、これに伴う現時点での当社連結業績への影響は軽微です。 

 

 

 

以 上 

 

「添付資料」マレーシア・サバ州沖深海 新規鉱区の取得について 

 

 

 

 

 

 

 



ＪＸ日鉱日石開発株式会社 総務部 総務グループ  〒100-8163 東京都千代田区大手町二丁目 6 番 3 号  TEL:03-6275-5241 

 

 

２０１２年１月１７日 

ＪＸ日鉱日石開発株式会社 

各位 

 

マレーシア・サバ州沖深海 新規鉱区の取得について 

 

当社（社長：古関 信）が 100％出資するＪＸ日鉱日石サバ深海石油開発株式会社（社長：古関 

信）は、本日、マレーシア・サバ州沖 深海鉱区・Block R 鉱区について、マレーシア国営石油会

社ペトロナスと生産分与契約を締結し、探鉱権益を取得しましたのでお知らせいたします。 

 

 本鉱区はマレーシア・サバ州コタキナバル市より約 180km の沖合に位置する水深 100m～1,400m、

面積約 672 km2の深海探鉱鉱区です。本鉱区が位置する海域周辺では複数の大規模油田が発見され

ており、当社もこの海域における新規参入機会を継続的に追求してまいりました。 

 

本鉱区は、ＪＸ日鉱日石サバ深海石油開発が37.5％の権益を保有し、オペレーター（操業管理会

社）として探鉱活動を行います。海外の深海探鉱鉱区において当社がオペレーターとして探鉱活動

を行うのはこれが初めてのプロジェクトとなります。 

 

当社は、マレーシアを重点事業地域の一つと位置づけており、これまでにサラワク州沖の SK10

鉱区（オペレーターとして生産中）および SK8 鉱区（生産中）、サラワク州の陸上の SK333 鉱区（オ

ペレーターとして探鉱中）、マレー半島沖の PM308A 鉱区（探鉱中）の4鉱区にて事業活動を行って

おります。今回取得した鉱区はこれらに続くマレーシアで 5つ目のプロジェクトになります。 

 

今後も同地域での石油・天然ガス開発事業に積極的に取り組み、エネルギーの安定供給に努めて

まいります。 

 

記 

 

１．プロジェクト概要 

（１）鉱区名  ：Deepwater Block R, Offshore Sabah, Malaysia 

（２）契約締結日 ：2012 年 1月 17日 

（３）鉱区面積  ：約 672km2 

（鉱区水深：100m～1,400m） 

（４）権益比率  ：ＪＸ日鉱日石サバ深海石油開発株式会社  (37.5%） 

   ：インペックス南西サバ沖石油株式会社  (37.5%) 

   ：ペトロナス・チャリガリ   (25.0%) 

（５）オペレーター ：ＪＸ日鉱日石サバ深海石油開発株式会社 

 

２．作業概要 

（１）探鉱期間  4 年間 

（２）予定作業  地震探鉱作業、試掘作業（3坑）ほか 

 

 

 

 

 



３．ＪＸ日鉱日石サバ深海石油開発株式会社の概要 

（１）代表者  古関 信 

（２）設立  2011 年 11月 25日 

（３）事業内容  石油・天然ガスその他鉱物資源の探鉱、開発、採取、 

加工、貯蔵および売買 

（４）株主  ＪＸ日鉱日石開発株式会社(100.0%) 

（５）資本金  ２億円 

 

 

４．取得鉱区の位置 

 

 

 

 

以  上 

 

 

 


